
明
恵

「自
毀
」
の
顛
末
と

「非
人
」
救
済

は
じ

め

に

漢
語
の
史
的
研
究
を
展
望
す
る
史
料
の

一
つ
と
し
て
明
恵
上
人
の

（
１
）

行
状
二
種
に
注
目
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
高
弟
義
林
房
喜
海
が
残
し

た

「義
林
房
喜
海
和
字
之
記
録
」
に
極
め
て
近
似
し
て
い
る
と
見
ら

れ
る

「仮
名
行
状
」
と
、
「和
字
之
記
録
」
を
喜
海
の
申
し
置
き
に
よ
っ

て
仁
和
寺
の
隆
澄
が
漢
訳
、
さ
ら
に
高
信
が
加
筆
整
理
し
た

「漢
文

行
状
」
と
を
対
照
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
世
語
の
中
の
漢
語
あ
る

い
は
漢
文
的
表
現
の
位
置
を
測
定
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
こ
れ
ら

『高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
』
は
様
々
の
宗
教
的

体
験
に
裏
付
け
ら
れ
る
面
が
あ

っ
て
、
筆
者
の
よ
う
な
も
の
に
と
っ

て
は
難
解
き
わ
ま
り
な
い
。
さ
い
わ
い
明
恵
上
人
の
生
涯
に
つ
い
て
、

こ
れ
ら

「行
状
」
を
中
心
資
料
と
し
た
点
描
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ら
を
参
考
し
て
読
み
と
い
て
ゆ
く
こ
と
が
で
き
大
い
に
助
か
る

が
、
細
部
に
至

っ
て
な
お
得
心
の
ゆ
か
ぬ
部
分
も
残
る
。
そ
れ
ら
の

古

田

雅

憲

点
に
つ
い
て
筆
者
な
り
に
決
着
を
つ
け
て
お
き
た
い
と
い
う
の
が
そ

も
そ
も
で
あ
る
。
た
と
え
ば

「耳
そ
ぎ
」
を
は
じ
め
と
す
る
明
恵
「自

毀
」
の
顛
末
は
知
ら
れ
て
い
て
も
、
そ
の
行
為
の
物
語
る
意
味
に
つ

い
て
は
案
外
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
本
稿
は
そ
の
辺
り

の
事
情
に
つ
い
て

一
考
を
巡
ら
し
て
み
た
い
の
で
あ
る
。

結
論
と
し
て
述
べ
る
こ
と
は
、
『行
状
』
冒
頭
の
明
恵

「自
毀
」
の

顛
末
も
、
当
時
の
仏
教
界
の
微
妙
な
力
関
係
の
な
か
で
必
然
的
に
選

択
さ
れ
た
、
「非
人
」救
済
の
活
動
を
志
向
し
た
意
図
的
行
為
、
あ
る

い
は
周
囲
の
人
々
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
に
語
ら
れ
た

「祖
師
神
話
」

と
見
る
の
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ミ
ミ
ヲ
キ
リ

ハ
ナ
ヲ
ソ
ギ

「
ミ
ミ
ヲ
キ
リ
ハ
ナ
ヲ
ソ
ギ
カ
ミ
ヲ
キ
リ
テ
ア
マ
ニ
ナ
シ
テ
」
と

は
周
知
の
史
料
、
建
治
元
年

（
〓
一七
五
）
「紀
伊
国
寂
楽
寺
領
阿
氏

河
荘
上
村
百
姓
等
言
上
状
」
の

一
節
で
あ
る
。
こ
こ
に
そ
の
よ
う
な
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表
現
を
も

っ
て
百
姓
を
脅
迫
し
た
と
し
て
指
弾
さ
れ
る
地
頭
職
は
湯

浅
氏
、
厳
密
に
は
湯
浅
宗
親
と
見
ら
れ
る
が
、
宗
親
は
七
郎
兵
衛
宗

光
の
孫
、
し
た
が

っ
て
明
恵
上
人
か
ら
す
れ
ば
従
兄
弟
の
子
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
明
恵
上
人
は
早
く
父
母
を
失
い
、
そ
れ
以
後
、
叔
母

の
嫁
ぎ
先
で
あ
る
崎
山
兵
衛
尉
良
貞
や
湯
浅

一
族
に
養
育
さ
れ
、
ま

た
長
じ
て
後
も
紀
州
在
田
郡
に
し
ば
し
ば
下
向
し
て
は
郡
内
各
所
で

修
行
を
重
ね
て
い
る
が
、
こ
の
宗
光
こ
そ
、
明
恵
上
人
に
と
っ
て
は

叔
父
に
あ
た
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
そ
の
活
動
全
般
に
つ
い
て
殊

に
関
わ
り
深
い
人
物
で
あ

っ
た
よ
う
だ
。

た
と
え
ば
正
治
三
・建
仁
元
年

（
〓
一〇

一
）
前
後
、
紀
伊
石
垣
荘

内
糸
野
に
お
け
る
初
期
明
恵
教
団
の
集
団
活
動
を
物
心
両
面
か
ら
支

え
て
い
た
の
が
こ
の
宗
光
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
恵
に
帰
依
し
明
恵

を
愛
す
る
こ
と
に
お
い
て
は
、
本
人
の
み
な
ら
ず

一
族
を
挙
げ
て
深

い
も
の
が
あ

っ
た
と
い
う
。

宗
光
は
承
元
四
年

（
百
三

〇
）
阿
氏
河
荘
の
地
頭
に
補
さ
れ
、　
一

時
、
混
乱
が
あ

っ
た
も
の
の
承
久
三
年

（
ご
ご
三

）
に
は
還
補
さ
れ

て
、
阿
氏
河
、
保
田
、
回
殿
、
石
垣
河
北
の
各
荘
の
地
頭
職
を
安
堵

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、
宗
親
は
そ
の
う
ち
の

一
つ
を
受
け
継
い

だ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
地
権
の
継
承
と
と
も
に
、
明
恵
に

対
す
る
信
仰
も
彼
ら
湯
浅

一
族
の
な
か
に
広
ま
り
、
そ
れ
が
ア
イ
デ

ン
テ
ィ
テ
ィ
と
し
て

一
族
の
結
束
を
醸
成
し
、
や
が
て
彼
ら
は
湯
浅

党
と
し
て
紀
伊
国
内
で
は
守
護
職
を
凌
ぐ
ほ
ど
の
繁
栄
を
示
す
こ
と

に
な
る
。

さ
て
、
そ
の
信
仰
の
対
象
で
あ
る
明
恵
房
こ
そ
は
、
黒
衣
を
ま
と

い
、
自
ら
の
耳
を
そ
ぎ
落
と
し
た

「異
形
」
の
遁
世
僧
で
あ

っ
た
。

そ
の
よ
う
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
に
お
い
て

「
ミ
ミ
ヲ
キ
リ
ハ
ナ
ヲ
ソ
ギ

カ
ミ
ヲ
キ
リ
テ
ア
マ
ニ
ナ
シ
テ
」
と
い
う
湯
浅
氏
の
吐
い
た
と
い
う

脅
迫
の
文
言
に
接
す
る
と
き
、
そ
れ
は
、
逃
亡
者
の
罪
は
残
さ
れ
た

妻
子
が
お
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
中
世
社
会
の

一
般
原
則
の

も
と
に
、
逃
散
百
姓
の
妻
子
の
生
殺
与
奪
の
権
利
を
握

っ
て
い
る
と

い
う
意
識
の
も
と
で
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
吐
い
た
に
相
違
な
い
、
と

評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
単
な
る
恐
喝
の
言
葉
と
し

て
ば
か
り
で
な
い
、
微
妙
な
陰
影
を
も
っ
た
表
現
で
あ
る
と
知
れ
る

が
、
い
ま
そ
の
こ
と
を
語
る
用
意
は
な
い
。
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い

こ
と
は
、
中
世
肉
刑
の

一
と
し
て
広
い
裾
野
を
持

っ
て
い
た

「耳
そ

ぎ
」
を
明
恵
が
自
ら
の
選
択
と
し
て
自
ら
に
科
し
た
と
い
う

一
点
、

そ
の
行
為
の
意
味
を
考
え
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

中
世
肉
刑
の
あ
れ
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
に
説

か
れ
る
。

古
代
律
令
国
家
の
基
本
的
刑
罰
で
あ

っ
た
、
い
わ
ゆ
る

「答
・杖
・

徒
・流
・死
」
の
う
ち
、
懲
役
刑
で
あ
る
徒
、
身
体
刑
で
あ
る
答
刑
・

杖
刑
は
、
中
世
で
は

一
般
的
刑
罰
と
し
て
行
わ
れ
た
形
跡
が
な
く
、

む
し
ろ
身
体
刑
の
う
ち
の
鼻
斬
り
刑
、
指
斬
り
刑
な
ど
の
肉
刑
が
、

さ
し
た
る
財
産
の
な
い
一
般
庶
民
以
下
に
対
す
る
刑
罰
と
し
て
多
く

存
在
し
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
国
家
的
刑
罰
と
は
異
な
っ
た
次
元
で
の

在
地
領
主
の
領
民
に
対
す
る
刑
罰
の

一
つ
と
し
て
広
い
裾
野
を
持

っ
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て
い
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

具
体
的
に
御
成
敗
式
目
第
十
五
条
の

「謀
書
の
罪
科
」
が
そ
れ
で

あ

っ
て
、
こ
の
罪
を
犯
し
た
も
の
は
侍
は
所
領
没
収
、
所
領
の
な
い

も
の
は
遠
流
、
侍
身
分
で
な
い
一
般
庶
民
た
る
凡
下
は

「火
印
を
そ

の
面
に
捺
さ
る
べ
き
も
の
な
り
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

武
家
社
会
の
先
例
あ
る
い
は
慣
習
と
し
て
存
在
し
て
い
た
刑
罰
に
基

づ
い
て
採
用
さ
れ
た
も
の
と
見
え
る
。

こ
れ
ら
の
肉
刑
は
本
来
的
に
は
受
刑
者
を

一
般
の
人
々
と
異
な
っ

た
不
吉
な
姿
に
変
え
て
し
ま
う
、
い
わ
ゅ
る

「異
形
」
に
す
る
こ
と

に
大
き
な
比
重
が
か
け
ら
れ
て
い
た
刑
と
み
る
べ
き
で
あ

っ
て
、
広

い
意
味
で
詐
欺
罪
に
対
応
す
る
刑
罰
で
あ
る
と
い
う
特
徴
を
持
つ
と

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
詐
欺
罪
に
対
す
る
天
罰
と
し
て
顔
面

に
刻
印
を
施
し
て

「異
形
」
と
す
る
罰
を
下
す
と
い
う
考
え
方
は
、

中
世
に
お
い
て
神
仏
に
対
す
る
あ
ざ
む
き
の
罪
に
対
す
る
天
罰
と
し

て

「
ラ
イ
疾
」
が

「理
解
」
さ
れ
た
こ
と
と
重
ね
あ
わ
せ
て
考
え
ら

れ
る
べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
る
。

明
恵

「自
毀
」

の
顛
末

こ
こ
で

「仮
名
行
状
」
に
し
た
が
っ
て
少
し
ば
か
り
明
恵

「自
毀
」

の
顛
末
を
辿
り
た
い
。

①
又
四
歳
ノ
時
、
親
父
鳥
帽
子
ヲ
取
テ
キ
セ
テ
云
ク
、
形
チ
美
容
ナ

り
、
男
エ
シ
テ
大
臣
殿
称
船
ヘ
マ
イ
ラ
セ
ン
ト
云
フ
、
心
二
思
ク
我

ヲ
ハ
法
師

ニ
ナ
サ
ム
ト
コ
ソ
云
二
、
美
容
ナ
リ
ト
云
テ
男
エ
ナ
サ

ム
ト
云
ニ
カ
タ
ワ
ツ
キ
テ
法
師

ニ
ナ
ラ
ム
ト
思
ヒ
テ
縁
ヨ
リ
堕
ツ

（上
巻
４
オ
）

②
其
後
此
事
ナ
ヲ
遺
恨

二
覚
テ
面
ヲ
ヤ
キ
損
セ
ム
ト
思
テ
、
火
箸
ヲ

焼
、
其
熱
気
ヲ
ソ
ロ
シ
ク
覚
テ
、
先
心
ミ
ニ
左
ノ
腎
ョ
リ
下
二
寸

許
ノ
程
工
引
ア
ツ
、
ソ
ノ
ア
ツ
サ
ニ
沸
泣
シ
テ
、
面

ニ
ハ
ア
テ
ス

シ
テ
止
ニ
キ
、
此
事
仏
法
ノ
ュ
ヘ
ニ
身
ヲ
ヤ
ツ
サ
ム
ト
思
シ
ハ
シ

メ
也

（上
巻
５
オ
）

③
又
十
三
歳
ノ
時
心
二
思
ク
今

ハ
十
三
エ
ナ
リ
ヌ
レ
ハ
、
年
ス
テ
ニ

老
タ
リ
、
死
ナ
ム
ス
ル
事
モ
チ
カ
ツ
キ
ヌ
…
…
同
ク
死
ヌ
ヘ
ク
ハ
、

仏
ノ
衆
生
ノ
為

二
命
ヲ
ス
テ
給
ヒ
ケ
ム
カ
如
ク
、
人
ノ
命

エ
モ
カ

ハ
リ
、
ト
ラ
狼

ニ
モ
ク
ハ
レ
テ
死
ヌ
ヘ
シ
ト
思
テ
、
其
心
ヲ
試
カ

タ
メ
ニ
、
倶
舎
頌

ハ
カ
リ
手
ニ
ニ
キ
リ
テ
人
エ
モ
シ
ラ
レ
ス
シ
テ
、

タ
タ

一
人
五
三
昧

へ
行
テ
ト
ト
マ
レ
ル
事
ア
リ
キ

（上
巻
１
１
オ
）

④
文
治
四
年

賊
生
年
十
六
歳

ニ
シ
テ
舅
上
覚
上
人

二
付
テ
出
家
ス

…
…
彿
或
夜
又
先
年
幼
稚
ノ
時
ノ
如
ク
思
ヒ
イ
タ
シ
テ
、
ナ
ヲ
ソ

ノ
志
ヲ
ト
ケ
ム
カ
タ
メ
ニ
、
先
ノ
如
ク
又
五
三
昧

二
至
ル
事
有
キ
、

其
夜
又
別
ノ
事
ナ
シ
、
空
返
畢
…
…
或
夜
ノ
夢

二
狼
二
疋
来
テ
傍

ニ
ソ
イ
ヰ
テ
我
ヲ
食
セ
ム
ト
思

ヘ
ル
気
色
ア
リ
、
心
二
思
ク
、
我

コ
ノ
ム
所
ナ
リ
、
此
身
ヲ
施
セ
ム
ト
思
テ
汝
来
テ
食

ヘ
シ
ト
云
フ
、

狼
来
テ
食
ス
、
苦
痛
タ
ヘ
カ
タ
ケ
レ
ト
モ
、
我
カ
ナ
ス
ヘ
キ
所
ノ
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所
作
ナ
リ
ト
思
ヒ
テ
是
ヲ
タ
ヘ
忍
テ
、
ミ
ナ
食
シ
ヲ
ハ
リ
ヌ
、
然

而
シ
ナ
ス
ト
思
テ
不
思
儀
ノ
思
工
住
シ
テ
遍
身

二
汗
流
テ
覚
了
ヌ

一天
々

（上
巻
１
５
オ
～
１
９
オ
）

⑤
又
先
年
紀
州
下
向
ノ
時
、
藤
代
ノ
王
子
ニ
シ
テ
嬢
病
人
ヲ
見
ル
ニ
、

或
人
語
テ
云
、
人
ノ
肉

ハ
瀬
病
ノ
良
薬
ナ
リ
云
々
、
心
二
思
ク
、

我

コ
コ
ロ
サ
ス
所
、
自
本
菩
薩
修
行
ノ
如
ク
、　
一
切
衆
生
ノ
タ
メ

ニ
頭
目
手
足
乃
至
身
命

マ
テ
ヲ
モ
捨
ム
ト
思
、
誰
人
カ
ソ
ノ
完
ヲ

サ
キ
テ
此
ヲ
ス
ク
ハ
ム
、
宗
者
我
力
身
肉
ヲ
サ
キ
テ
此
願
病
人
エ

与
テ
此
苦
ヲ
ス
ク
フ
ヘ
シ
ト
思
テ
、
上
洛
ノ
ト
キ
人
ニ
モ
シ
ラ
レ

ス
シ
テ
刀
ヲ
ト
キ
マ
ウ
ケ
テ
持
シ
テ
藤
代

ニ
シ
テ
サ
キ
ノ
願
人
ヲ

タ
ツ
ヌ
ル
ニ
、
機
二
恨
舎

ハ
カ
リ
残
テ
ス
テ
ニ
死
セ
ル
ヨ
シ
ヲ
間
、

遺
恨

二
覚
テ
上
洛
シ
畢

（上
巻
１
９
オ
）

⑥
聖
術

コ
コ
ニ
ツ
キ
タ
リ
、
如
此
衆
生
法
理
ニ
ウ
ト
ク
、
我
等
如
来

ノ
本
意

二
背
ケ
ル
事
ヲ
思
ツ
ツ
ク
レ
ハ
、
髪
ヲ
ソ
レ
ル
頭
モ
ソ
ノ

シ
ル
シ
ト
ス
ル
ニ
タ
ラ
ス
、
此
心
ヲ
サ
ヘ
カ
タ
キ
エ
ヨ
リ
テ
、
弥

形
ヲ
ヤ
ツ
シ
テ
人
間
ヲ
辞
シ
、
志
ヲ
堅
シ
テ
如
来
ノ
ア
ト
ヲ
フ
マ

ム
コ
ト
ヲ
思
フ
、然

工
眼
ヲ
ク
シ
ラ
ハ
聖
教
ヲ
ミ
サ
ル
歎
キ
ア
リ
、

鼻
ヲ
キ
ラ
ハ
ス
ス
ハ
ナ
タ
リ
テ
聖
教
ヲ
ケ
カ
サ
ン
、
手
ヲ
キ
ラ
ハ

印
ヲ
結

ハ
ム
エ
煩
ヒ
ア
ラ
ム
、
耳

ハ
キ
ル
ト
イ
フ
ト
モ
キ
コ
ヘ
サ

ル
ヘ
キ
エ
ア
ラ
ス
、
然
モ
形
ヲ
ヤ
フ
ル
ニ
タ
ヨ
リ
ア
リ
、
彿
テ
大

願
ヲ
立
テ
志
ヲ
カ
タ
ク
シ
テ
、
仏
眼
如
来
ノ
御
前

ニ
シ
テ
耳
ヲ
カ

ラ
ケ
テ
仏
壇
ノ
足
二
結
ヒ
ツ
ケ
テ
、
刀
ヲ
取
テ
右
耳
ヲ
載
ル
…
（上

巻
３
４
ウ
）

こ
れ
ら
の
記
述
は
明
恵
四
歳
か
ら
二
十
四
歳
ま
で
の
で
き
ご
と

で
、
上
人
の

一
代
記
と
い
う
意
味
で
は
そ
の

「発
端
」
と
い
う
べ
き

部
分
に
当
た
る
。
そ
こ
に
示
さ
れ
る
記
事
の

一
つ
一
つ
が
、
た
と
え

ば
「
カ
タ
ワ
ツ
キ
」
（資
料
①
）、
「面
ヲ
ヤ
キ
損
セ
ム
」
（資
料
②
）、
「五

三
昧

へ
行
」
（資
料
③
④
）、
「願
病
人
」
救
済
に
「我
力
身
肉
ヲ
サ
キ
」

（資
料
⑤
）、
「右
耳
ヲ
載
ル
」
（資
料
⑥
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
鎌
倉
法

の
肉
刑
規
定
と
微
妙
に
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
な
が
ら
、
外
貌
の
み
な

ら
ず
言
動
全
般
に
お
け
る
明
恵
の
「異
形
」
を
強
調
す
る
も
の
と
な

っ

て
い
る
。
そ
し
て
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
は
当
時
に
お
け
る
「非

人
」
イ
メ
ー
ジ
の
断
片
で
も
あ
る
と
知
れ
よ
う
。

ふ
た
た
び

「仮
名
行
状
」
を
辿

っ
て
み
れ
ば
次
の
よ
う
な
記
述
が

見
え
る
。

②
十
八
歳

ニ
シ
テ
始
テ
上
覚
上
人
工
対
シ
テ
十
八
道
伝
受
ス
…
…
真

後
学
問
等
ノ
業
ヲ
ハ
ケ
ミ
営
ム
、
惣
テ
我
身
ヲ
カ
ヘ
リ
見
ル
ニ
、

サ
ラ
エ
人
中

ニ
マ
シ
ハ
ラ
ム
事
ヲ
思

ハ
ス
僧
中

エ
モ
縁
務
シ
ケ

シ
、
堂
塔
造
営
等

マ
テ
猶
世
間
ノ
事

二
属
ス
ヘ
シ
、
況
ヤ
其
余
ノ

事
哉
、
形
ノ
如
ク
仏
法
ノ
所
作
ヲ
ワ
キ
マ
ヘ
ナ
ハ
、
イ
カ
ナ
ラ
ム

山
林
深
谷
ノ
中

ニ
モ
ス
ミ
テ

一
行
ヲ
専
シ
テ
偏
工
文
殊
普
賢
等

エ

祈
請
シ
テ
、
現
身

工
仏
ヲ
モ
見
、
仏
智
ヲ
モ
ヒ
ラ
キ
、
聖
果
ヲ
モ

証
ス
ヘ
シ
…
…
ソ
ノ
肝
要
ヲ
サ
ク
リ
ヱ
テ
後

ハ
、
終

二
必
人
間
ヲ

遁
レ
出
ム
事
ヲ
ノ
ミ
思
キ
云
々

（建
久
元
年
条
　
上
巻
２
０
オ
）
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③
建
久
四
年
接
、
東
大
寺
尊
勝
院
主
法
印
弁
暁
在
生
ノ
時
キ
、
華
厳
宗

興
隆
ノ
タ
メ
ニ
公
請
出
仕
ア
ル
ヘ
キ
評
定
ア
テ
、　
一
両
年
彼
寺

エ

通
ヒ
住
ス
、
其
間
聖
教
修
学
ノ
勤
メ
、
学
堂
雌
雄
ノ
諦
ヒ
、
見
ル

ニ
、
不
肖
ノ
身
終

ニ
タ
ヱ
サ
ル
事
ヲ
知
ヌ
、
此
ヲ
営
テ
聖
意
ヲ
モ

ト
メ
、
此
ヲ
憑
テ
仏
法
ノ
益
ヲ
ウ
ヘ
シ
ト
モ
覚

ヘ
サ
レ
ハ
、
ア
チ

キ
ナ
キ
事
ナ
リ
、
今

ハ
僧
中
ヲ
イ
テ
テ
本
意
ノ
如
ク
文
殊
ヲ
師
ト

シ
テ
仏
道
ノ
入
門
ヲ
得

ヘ
シ
ト
思
ヒ
得
テ
…
…
山
林

エ
ア
ト
ヲ
カ

ク
シ
テ
生
涯
ヲ
ツ
ク
シ
、
法
門
二
心
ヲ
懸
テ
命
ヲ
終
フ
ヘ
シ
ト
思

キ

（上
巻
２
８
ウ
）

③
同
六
年
秋
比
、
高
尾
ヲ
出
テ
、
衆
中
ヲ
辞
シ
テ
、
聖
教
ヲ
荷
ヒ
仏

像
ヲ
負
テ
、
紀
州

二
下
向
、
湯
浅
ノ
栖
原
村
白
上
ノ
峯
二
一
宇
ノ

草
庵
ヲ
立
テ
居
ヲ
シ
ム

（建
久
年
間
条
　
上
巻
３
０
オ
）

す
な
わ
ち

「耳
そ
ぎ
」
を
実
行
す
る
建
久
七
年
に
む
か
っ
て
、
明

恵
は
遁
世
に
傾
斜
し

（資
料
②
③
）、
や
が
て
実
行
を
決
意
し
て
い
く

（資
料
③
）
様
子
が
み
て
と
れ
る
で
あ
ろ
う
。

例
の

「非
人
成
弁
」
の
自
署
が
み
ら
れ
る

『華
厳
五
教
諸
章
』
奥

書

「当
山
第

一
之
非
人
成
弁
之
本
也
寧
当
寺
ノ
瓦
礫
明
恵
坊
、
此
山

之
厠
掃
治
之
夫
法
師
之
本
」
も
建
久
二
年
四
月
の
筆
に
な
る
。
こ
の

よ
う
な
遁
世
の
思
い
は
、
③
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
東
大
寺
官
僧

へ
の

若
い
反
発
と
い
う
こ
と
で
も
あ
っ
た
ろ
う
し
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
明

恵
そ
の
人
の
生
涯
に
わ
た
る
意
向
で
も
あ

っ
た
ろ
う
。
ち
な
み
に
「耳

そ
ぎ
」
が
語
ら
れ
る
直
前
に
は
、
当
時
の
僧
侶

一
般
を
痛
罵
し
て
「適

頭
ヲ
ソ
レ
ル
モ
イ
ヨ
イ
ヨ
真
頭
ノ
キ
ラ
メ
ケ
ル
ヲ
心
ヨ
ク
シ
、
法
衣

ヲ
著
セ
ル
モ
マ
ス
マ
ス
ソ
ノ
雑
色
ノ
テ
レ
ル
ニ
ヲ
コ
ル
、
拙
哉
」
（上

巻
３
４
オ
）
と
も
評
し
て
い
る
。

当
時
、
明
恵
は
明
ら
か
に
黒
衣
を
ま
と
う
遁
世
僧
と
い
う
容
態
を

備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
遁
世
僧
が
自
ら

の
耳
を
そ
ぐ
と
い
う
選
択
の
真
意
は
、
肉
体
に
印
を
刻
む
と
い
う
鮮

烈
で
し
か
も
不
可
逆
的
な
行
為
を
経
て
、
自
ら
永
遠
の

「非
人
」
で

あ
る
こ
と
を
明
快
に
宣
言
し
、
自
他
と
も
に
認
知
を
求
め
る
と
い
う

こ
と
に
ほ
か
な
る
ま
い
。　
一
種
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
あ

っ

た
と
い
え
ば
言
い
過
ぎ
か
。
と
も
あ
れ
明
恵
は
自
ら
の
選
択
と
し
て

「異
形
」
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
背
景
た
る
中
世
の
風
景
の
な

か
か
ら
浮
か
び
上
が

っ
て
く
る
彼
の
選
択
の
意
味
は
、
僧
侶
と
し
て

の
出
発
に
あ
た
っ
て
、
自
ら
を
神
仏
に
背
き
仏
罰
を
得
て
永
遠
に
人

界
を
逐
わ
れ
た
者
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
自

他
と
も
に
明
快
に
表
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
義
林
房
以
下
の

面
々
に
と
っ
て
も
、
自
分
た
ち
の

「祖
師
」
が
そ
の
よ
う
な
規
定
の

も
と
に

「理
解
」
さ
れ
る
こ
と
を
彼
ら
自
身
の
選
択
と
し
た
の
だ
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

明
恵
と

「
非
人
」
救
済

さ
て
問
題
は
、
明
恵
は
な
に
ゆ
え
に
そ
の
よ
う
な
認
知
を
求
め
た
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の
か
、
義
林
房
以
下
の
初
期
明
恵
教
団
の
面
々
は
な
に
ゆ
え
そ
の
よ

う
な
認
知
の
も
と
に
明
恵
を
語

っ
た
の
か
と
い
う
、
主
と
し
て
そ
の

動
機
に
関
わ
る
こ
と
が
ら
に
な
る
。

筆
者
は
そ
の
あ
た
り
の
議
論
と
し
て
次
の
よ
う
な
こ
と
が
ら
に
触

れ
た
い
。

そ
れ
は

「非
人
」
救
済
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
明
恵
が

「非
人
」

救
済
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
そ
れ
と
示
す
資
料
は
あ
ま
り
知
ら
れ

な
い
の
で
あ
る
が
、
後
に
示
す
よ
う
に
、
明
恵

「自
毀
」
の
顛
末
は

行
状
の
中
で
は
文
殊
菩
薩
と
の
関
連
に
お
い
て
語
ら
れ
て
い
て
、
そ

れ
こ
そ
明
恵
が

「非
人
」
救
済
に
関
わ
っ
て
い
た
、
あ
る
い
は
関
わ

ろ
う
と
し
て
い
た
こ
と
の
有
力
な
証
拠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
実

は
筆
者
が
思
い
描
く
の
は
、
明
恵
が
そ
の
よ
う
な
社
会
福
祉
事
業
に

参
画
し
な
が
ら
、
同
時
に
自
己
の
完
全
な
救
済
を
図

っ
て
い
た
の
で

は
な
い
か
と
い
う
図
式
で
あ
る
。

諸
賢
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
古
代

・
中
世
の
南
都
系
で
は
文
殊
信
仰

が
貧
民
救
済
な
ど
の
社
会
福
祉
事
業
と
結
び
付
い
て
お
り
、
具
体
的

に
は

『文
殊
師
利
般
涅
槃
経
』
に
依

っ
て
、
文
殊
の
名
を
聞
き
、
礼

拝
す
る
こ
と
を
通
じ
て
生
死
の
罪
過
を
滅
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
あ

る
い
は
文
殊
が

「非
人
」
の
姿
で
現
れ
、
行
者
の
慈
心
の
真
贋
を
試

す
と
い
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。

た
と
え
ば
、
般
若
寺
を
拠
点
と
し
た
叡
尊
教
団
の
活
動
な
ど
が
典

型
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
遁
世
僧
の
「非
人
」救
済
は
、
「非
人
」

を
文
殊
と
み
た
て
て
施
行
し
な
が
ら
、
ま
た

「非
人
」
宿
内
外
に
文

殊
像
を
建
立
し
て
日
常
的
に
文
殊
の
宝
号
を
唱
え
、
供
養
す
る
こ
と

を
通
じ
て

「非
人
」
の
滅
罪
を
企
画
す
る

一
方
、
療
養
施
設
を
開
設

し
て
入
浴
や
施
薬
と
い
っ
た
具
体
的
な
治
療
活
動
を
展
開
す
る
と

い
っ
た
形
で
行
わ
れ
て
い
る
。

前
述
の

「仮
名
行
状
」
⑤
に
よ
っ
て
、
明
恵
が
そ
紗
一
う
な
活
動

を
展
開
し
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
の
は
松
尾
剛
次
で
あ
る
が
、

次
の
よ
う
な
文
殊
菩
薩
と
の
連
関
を
目
の
当
た
り
に
す
る
と
き
、
明

恵
と

「非
人
」
救
済
活
動
の
関
わ
り
は
よ
り
い
っ
そ
う
明
確
と
な
る

で
あ
ろ
う
。

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
⑥
の

「耳
そ
ぎ
」
に
は
次
の

よ
う
な
後
日
談
が
付
さ
れ
て
い
る
。

①
耳
ノ
イ
タ
サ
ヲ
シ
ノ
ヒ
テ
、
泣
々
ク
声
ヲ
ア
ケ
テ
大
方
広
仏
花
厳

経
十
地
品
第
廿
二
…
…
、
如
是
ヨ
ミ
ツ
ラ
ヌ
レ
ハ
、
他
化
会
上
ノ

荘
厳
眼
ノ
前

ニ
ウ
カ
ヒ
、
在
世
説
法
ノ
慈
願
親
り
拝
ス
ル
心
地
セ

リ
、
彿
悲
喜
ノ
涙
ヲ
ノ
コ
ヒ
、
本
尊
ヲ
マ
ホ
リ
仰
キ
奉
リ
テ
、
声

ヲ
ハ
ケ
マ
シ
テ
経
ヲ
誦
ス
ル
処

二
、
眼
ノ
上
忽

二
耀
ケ
リ
、
眼
ヲ

ア
ケ
テ
見
ル
ニ
、虚
空
ニ
ウ
カ
ム
テ
現
二
七
八
尺
ハ
カ
リ
ノ
上
二
、

文
殊
師
利
菩
薩
、
身
色
金
色

ニ
シ
テ
金
師
子
二
乗
シ
テ
現
シ
給

ヘ

リ
、
其
長
三
尺
ハ
カ
リ
、
光
明
カ
カ
ヤ
ケ
リ
、
良
久
シ
テ
現
セ
ス

云
女

（上
巻
３
７
ウ
）

こ
の
体
験
は
明
恵
に
と
っ
て
生
涯
に
わ
た
っ
て
実
に
重
大
な
意
味
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を
有
し
た
ら
し
く
、
晩
年
、
弟
子
達
を
前
に
し
て
感
動
を
も

っ
て
語

ら
れ
た
旨
の
記
録
が
あ
る
。

ま
た
明
恵
は
こ
の
の
ち
も
文
殊
菩
薩
に
ま
つ
わ
る
体
験
に
与

っ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
次
の
よ
う
な
例
で
あ
る
。

①
幼
少
ノ
昔
、
文
殊
ヲ
師
ト
シ
テ
大
智
恵
ヲ
ヱ
ム
ト
祈
請
シ
始
シ
ヨ

リ
、
ツ
イ
エ
終
濡
ノ
期
二
至
マ
テ
、
其
志
カ
ハ
ル
事
ナ
シ
、
然
レ

者
或

ハ
夢
中

二
異
僧
神
人
二
対
シ
テ
法
ヲ
受
ケ
、
或

ハ
現
工
文
殊

ヲ
見

二
迄

ヘ
リ
、
又
上
人
其
昔
夢

工
一
人
ア
テ
諸
人
ノ
額

二
文
殊

卜
書
ヲ
ミ
ル
、
上
人
ノ
所
二
来
テ
真
面
ヲ
ミ
テ
、
御
坊

ハ
元
自
ノ

文
殊
ナ
レ
ハ
、
書

二
及

ハ
ス
ト
云
云
々
（仮
名
行
状
　
上
巻
５
６
ウ
）

②
同
ジ
キ
八
日
ノ
初
夜
ノ
行
法
工
出
テ
後

二
己
二
眠
り
入
リ
タ
ル
夢

二
云
ハ
ク
、　
一
ツ
ノ
野
ノ
如
キ
処
有
り
、
而
ル
ニ
野
工
非
ラ
ズ
、

古
キ
家
ノ
跡
ノ
如
シ
、
以
テ
ノ
外

二
広
ク
シ
テ
其
四
方

二
大
イ
ナ

ル
師
子
ノ
形
像
有
り
、
而
ル
ニ
行
動
シ
テ
生
身
ノ
如
ク
也
、
成
弁

彼
ノ
ヒ
ケ
ナ
ン
ト
ノ
ト
ト
ノ
ヲ
ラ
サ
ル
ヲ
キ
リ
ソ
ロ
フ
、
怖
畏
ス

ル
コ
ト
極
マ
リ
無
ケ
ン
ト
モ
之
ヲ
ト
ト
ノ
フ
、
小
サ
キ
犬
等
ア
マ

タ
有
リ
テ
、
此
師
子
ノ
腹
ノ
下
ノ
毛
ノ
中

二
衆
り
伏
ス
、
心
二
思

ハ
ク
、
此
ノ
小
サ
キ
犬
等
、
此
ノ
師
子
ヲ
以
テ
我
ガ
母
卜
思

ヘ
リ
、

二
方
ヲ
ソ
ロ
ヘ
テ
今
二
方
ヲ
ハ
同
ジ
キ
事
也
卜
思
ヒ
テ
思
ヒ
止
マ

リ
ヌ
ト
云
々
、
案
ジ
テ
日
ハ
ク
、
文
殊
、
此
ノ
郡
ヲ
守
護
シ
給
フ

也
、
小
サ
キ
犬

ハ
此
殿
原
也
、
古
家
ノ
跡
ノ
如
ク
ナ
ル
ハ
当
時
、

此
ノ
郡
二
人
無
カ
リ
シ
ガ
故
也
、
後

二
案
ジ
テ
云
ハ
ク
、
崎
山
ノ

糸
野
ノ
家

ハ
、
四
方

二
鎮
護
ノ
呪
ヲ
懸
ク
、
後

工
湯
浅
二
遣

必
牧

卜
思
フ
エ
同
ジ
キ
事
也
卜
思
フ
ハ
、
此
ノ
事
也
、
（「明
恵
上
人
夢
記
」

第
六
篇
元
久
元
年
春
頃
条
）

①
夢

二
、
笠
置
ノ
解
脱
房
工
参
ル
、
師
ノ
高
僧
大
僧
正
ナ
ン
ト
云
殊

ノ
人
ノ
沙
汰
ト
シ
テ
文
殊
師
利
菩
薩
ノ
木
像
ヲ
与

へ
給
フ
、
其
文

殊
ノ
四
ノ
壁
、
屏
風
ノ
如
キ
物

ニ
シ
テ
種
々
ノ
文
ヲ
書
ケ
リ
、
其

具
足
、
皆
賜
ハ
ル
也
卜
云
々
、
翁
明
恵
上
人
夢
記
」第
十
二
篇
　
建
仁

（‐３
）

三
年
～
元
久
二
年
頃
か
）

こ
れ
ら
の
記
述
や
先
の
資
料
②
③
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
遁
世
の
思

い
と
文
殊
菩
薩
信
仰
が
連
関
し
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
思
い
出
す

に
つ
け
、
明
恵
の

「非
人
」
救
済
は
そ
の
よ
う
な
実
践
的
活
動
こ
そ

明
記
さ
れ
な
い
が
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
明
恵
が
志
向
し
て
い
た
こ

と
は
明
か
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

ま
た
明
恵
及
び
初
期
明
恵
教
団
の
連
中
と
念
仏
宗
と
の
微
妙
な
関

係
も
こ
の
問
題
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
式
擢
邪

輪
』
の
著
述
と
い
い

「三
時
三
宝
礼
」
信
仰
の
創
出
と
い
い
、
明
恵

が
法
然
ら
の
活
動
を
強
く
意
識
し
な
が
ら
自
身
の
宗
教
活
動
を
展
開

（‐４
）

し
て
い
る
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
明
恵
が
意
識
し
て
い
た
念
仏
僧
ら
も
、
実

は

「非
人
」
救
済
を
行
な
っ
て
お
り
、
ま
た
行
な
っ
て
も
変
で
は
な
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い
と
い
う
理
解
が
中
世
に
は
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
、
た
と
え
ば
『四

十
八
巻
伝
』
巻
十
六
な
ど
の
説
話

〈高
野
の
明
遍
が
夢
に
、
法
然
が

四
天
王
寺
西
門
に
た
む
ろ
し
て
い
た

「非
人
」
に
粥
を
食
べ
さ
せ
て

い
た
と
み
る
〉
か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

そ
の
話
に
は
、
「非
人
」
（末
法
に
生
き
る
凡
夫
）
、
粥
（念
仏
三
昧
の

醍
醐
）
と
比
定
し
て
夢
を
解
読
し
、
法
然
を
否
定
し
て
い
た
自
ら
を

恥
じ
る
と
い
う
後
段
が
付
さ
れ
る
の
だ
が
、
こ
の
よ
う
な

「非
人
」

救
済
の
神
話
が
付
会
さ
れ
る
の
は
法
然
に
留
ま
ら
ず
、
親
鸞
や

一
遍

の
祖
師
絵
詞
伝
に
も
同
様
の
表
現
を
見
い
だ
す
こ
と
が
出
来
る
と
い

＞うノ。こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
に
つ
け
、
『行
状
』
冒
頭
の
明
恵

「自
毀
」

の
顛
末
も
、
当
時
の
仏
教
界
の
微
妙
な
力
関
係
の
中
で
必
然
的
に
選

択
さ
れ
た
、
「非
人
」救
済
の
活
動
を
志
向
し
た
意
図
的
行
為
、
あ
る

い
は
初
期
明
恵
教
団
に
人
々
に
よ
っ
て
語
ら
れ
た

「祖
師
神
話
」
と

見
て
お
く
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

自
己
救
済

の
構
図

さ
て
最
後
に
す
こ
し
ば
か
り
お
し
ゃ
べ
り
を
許
し
て
い
た
だ
い

て
、
明
恵
自
身
の
内
的
側
面
か
ら
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
れ
ば
、
特

に
①
は
生
涯
に
わ
た
る
篤
い
文
殊
信
仰
の
末
に
至
っ
た
境
涯
と
し
て

実
は
明
恵
自
身
が
文
殊
で
あ
っ
た
と
語
ら
れ
る
点
で
重
要
な
も
の
か

も
し
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
若
年
時
に
自
ら
の
志

し
と
し
て
異
形
を
得
て

「非
人
」
と
化
し
た
黒
衣
の
僧
が
、
そ
の
後

の
生
涯
に
わ
た
っ
て

「非
人
」
を
救
済
を
意
向
し
つ
づ
け
、
文
殊
菩

薩
の
示
現
に
与
り
つ
つ
、
や
が
て
自
ら
文
殊
菩
薩
と

一
体
化
す
る
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
の
連
関
が
完
結
し
て
い
る
と
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。

「非
人
」
救
済
を
意
向
し
つ
つ
自
身

「非
人
」
と
化
す
る
こ
と
を
通

じ
て
文
殊
菩
薩
と

一
体
化
す
る
と
い
う
、
い
う
な
れ
ば
究
極
の

「自

己
救
済
」
を
明
恵
は
企
画
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
あ
る
い
は
義

林
房
以
下
の
高
弟
た
ち
は
そ
の
よ
う
な
明
恵
像
、
「祖
師
神
話
」
を
語

ろ
う
と
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
「文
殊
菩
薩
の
名
号
に
接
す
る
こ

と
で
罪
過
を
救
済
で
き
」
ま
た

「文
殊
菩
薩
が
非
人
の
姿
を
も
っ
て

現
わ
れ
行
者
の
真
贋
を
試
す
」
と
い
う
、
例
の

『文
殊
師
利
般
涅
槃

経
』
の
趣
意
を
実
現
し
た
も
の
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。
考
え

よ
う
に
よ
っ
て
は
、
神
仏
に
背
き
罪
を
得
た
も
の
と
し
て
永
遠
に
人

界
を
逐
わ
れ
た
も
の
が
実
は
仏
自
身
で
あ

っ
た
と
い
う
劇
的
な
パ
ラ

ド
ク
ス
が
こ
の
物
語
に
は
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き

よ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
物
語
か
ら
親
賢
の
悪
人
正
機
ま
で
は

そ
う
遠
く
続
屯
ま
い
。
仏
教
の
民
衆

へ
の
開
放
と
い
う
問
題
に
か
か

わ
っ
て
貞
慶
と
と
も
に
明
恵
の
再
評
価
も
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

さ
て
そ
の
よ
う
な

「祖
師
神
話
」
の
受
容
の
中
か
ら
、
建
礼
門
院

の
受
戒
要
請
に
際
し
て
異
形
の
自
分
を
拝
む
こ
と
こ
そ
が
救
済
で
あ

る
と
し
た
強
い
言
辞
も
現
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
カ
カ
ル
非
人
法
師
□

モ
御
崇
敬
候

ヘ
ハ
利
益
増
々
多
ク
卑
ミ
下
シ
メ
給

ヘ
ハ
大
罪
弥
深
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シ
」
と
は
そ
の
言
葉
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
聴
い
た
建
礼
門
院
が

「驚

思
食
テ
遂
キ
御
ス
ヨ
リ
外

へ
出
セ
給
テ
様
々
二
御
錯
リ
ヲ
被
申
テ
、

御
持
話
亡
ノ
薩
盤
ヲ
召
寄
テ
其
上
二
居

へ
奉
員
信
ト
シ
テ
御
受
戒
」

あ

っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は

「伝
記
」
系
諸
本

に
見
え
て

「行
状
」
に
述
べ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は

後
日
の
付
託
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
内
容
が
付
さ
れ
て
不
思
議
な

い
素
地
が
す
で
に
醸
成
さ
れ
て
い
た
と
解
せ
ら
れ
よ
う
。
初
期
明
恵

教
団
の
目
論
見
が
み
ご
と
当
た
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
か
。

注

（１
）
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
（
一
九
七

一
）
『明
恵
上
人
資
料

第

一
』
（東
京
大
学
出
版
会
）
所
収
、
施
無
畏
寺
蔵
本

コ
向
山
寺

明
恵
上
人
行
状
（甲
本
と

（い
わ
ゆ
る
「仮
名
行
状
し
、
上
山
勘

太
郎
氏
蔵
本
お
よ
び
高
山
寺
報
恩
院
蔵
本
の

『高
山
寺
明
恵
上

人
行
状
』
（い
わ
ゆ
る

「漢
文
行
状
じ
。

本
稿
に
示
す
用
例
は

『明
恵
上
人
資
料
第

一
』
の
翻
刻
に
従
っ

た
。

（２
）
奥
田
勲
盆

九
七
八
ゝ
明
恵
　
遍
歴
と
夢
衣
東
京
大
学
出
版
会
）

（３
）
田
中
久
夫

（
一
九
六

一
）
『明
恵
』
傘
日
川
弘
文
館
）

前
掲

（注
２
）
奥
田
勲

（
一
九
七
八
）

明
恵
上
人
と
高
山
寺
編
集
委
員
会

（
一
九
八

一
）
『明
恵
上
人
と

高
山
寺
』
（同
朋
舎
）

（４
）
勝
俣
鎮
夫
他
曇

九
八
三
）
『中
世
の
罪
と
罰
』
（東
京
大
学
出
版

会
）
所
収
、
勝
俣
鎮
夫

「
ミ
ミ
ヲ
キ
リ
、　
ハ
ナ
ヲ
ソ
グ
」

黒
田
弘
子

（
一
九
九
五
）
Ｔ
さ
ミ
ヲ
キ
リ
ハ
ナ
ヲ
ソ
ギ
　
片
仮
名

書
百
姓
申
状
論
』
傘
日
川
弘
文
館
）

日
本
思
想
大
系

『中
世
政
治
社
会
思
想
・
下
』
（岩
波
書
店

一
九

八

一
）

こ
の
間
の
事
情
、
前
掲

（注
３
）
田
中
久
夫

（
一
九
六

一
）、
奥

田
動

（
一
九
七
八
）
な
ど
に
詳
し
い
。

前
掲

（注
４
）
勝
俣
鎮
夫

（
一
九
八
三
）

前
掲

（注
４
）
勝
俣
鎮
夫

（
一
九
八
三
）

こ
こ
に
い
う

「非
人
」
と
は
、
松
尾
剛
次

（
一
九
八
八
）
『鎌
倉

新
仏
教
の
成
立
』
傘
日
川
弘
文
館
）
に
い
う
よ
う
に
、
中
世
前
期

に
お
い
て
ラ
イ
者
の
イ
メ
ー
ジ
で
理
解
さ
れ
た
人
々
で
、
ラ
イ

者
を
中
核
と
し
て
乞
食

・
墓
堀
人
ほ
か
の
葬
送
従
事
者
な
ど
を

念
頭
に
お
い
て
い
る
。

ま
た
こ
の
あ
た
り
の
議
論
に
関
連
し
て
は
、
黒
田
日
出
男
曇

九

八
一Ｃ

『境
界
の
中
世
　
象
徴
の
中
世
』
（東
京
大
学
出
版
会
）
の

次
の
よ
う
な
指
摘
が
思
い
起
こ
さ
れ
る
。

「非
人
」
は

（引
用
者
略
）
罪
・病
気
な
ど
に
よ
っ
て
核
れ

た
存
在
と
さ
れ
て

「人
」
の
世
界
か
ら
追
放
・転
落
さ
せ
ら

れ
、
「人
」
の
身
分
標
識
た
る
鳥
帽
子
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
、

新
た
な
る
身
分
標
識
と
し
て
の
蓬
髪
を
強
制
さ
れ
た
存
在

な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く

（引
用
者
略
）
「僧
侶
」
の

清
浄
な
る
世
界
か
ら
離
脱
し
、
遁
世
し
た
存
在
も
ま
た
「非

人
」
と
な
る
。
「非
人
高
弁
」
と
自
署
し
た
明
恵
の
場
合
は

（
５

）
8  7  6
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そ
れ
に
あ
た
る
。
い
わ
ば
「僧
侶
」
は
、
聖
な
る
世
界
に
お

け
る
「人
」
で
あ
っ
て
、
そ
の
体
制
か
ら
の
離
脱
＝
遁
世
は

「非
人
」
化
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

安
野
長
幸
曇

九
八
七
）
『下
人
論
』
（日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー

ル
出
版
部
）

網
野
善
彦

（
一
九
九
四
）
『中
世
の
非
人
と
遊
女
』
（明
石
書
店
）

（９
）
佐
藤
弘
夫
曇

九
八
七
）
『日
本
中
世
の
国
家
と
仏
教
』
（吉
川
弘

文
館
）

前
掲

（注
８
）
松
尾
剛
次

（
一
九
八
八
）
『鎌
倉
新
仏
教
の
成
立
』

（吉
川
弘
文
館
）

平
雅
行

（
一
九
九
二
）
『日
本
中
世
の
社
会
と
仏
教
』
（塙
書
房
）

細
川
涼

一

（
一
九
九
四
）
『中
世
の
身
分
制
と
非
人
』
（日
本
エ

デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
）

松
尾
剛
次
盆

九
九
五
）
『勧
進
と
破
戒
の
中
世
史
』
（吉
川
弘
文

館
）
松
尾
剛
次
盆

九
九
五
ｂ
）
『鎌
倉
新
仏
教
の
誕
生
』
（講
談
社
現

代
新
書
）

（１０
）
前
掲

（注
９
）
松
尾

（
一
九
九
五
）
、
曇

九
九
五
ｂ
）

（１１
）
長
円

『却
廃
忘
記
』

ま
た
嘉
禎
二
年
に
喜
海
が
た
て
た
東
白
上
の
遺
跡
の
塔
婆
の
銘

に
「建
久
の
比
、
蟄
居
修
練
の
間
、
文
殊
、
空
中
に
浮
び
現
形
の

処
」
と
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（‐２
）
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団

（
一
九
七
八
）
『明
恵
上
人
資
料

第
二
』
（東
京
大
学
出
版
会
）
所
収

（‐３
）
前
掲

（注
１２
）
書
所
収
の
「目
録
」
等
に
示
さ
れ
る
奥
田
動
に
よ

る
推
定
。

（・４
）
た
と
え
ば
前
掲

（注
９
）
佐
藤
弘
夫

（
一
九
八
七
）
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。

高
弁
の

（引
用
者
略
）
創
出
し
た
三
時
三
宝
礼
の
信
仰
が
、

「浄
不
浄
ヲ
キ
ラ
ハ
ズ
」
、
在
家
の
男
女
を
漏
れ
な
く
救
い

と
る
易
行
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
点
に
お
い
て
、
法
然

の
専
修
念
仏
と
方
向
を
同
じ
く
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
さ

れ
よ
う
。
（引
用
者
略
）
高
弁
は
か
か
る
信
仰
を
生
み
出
す

に
当
た
っ
て
明
ら
か
に
専
修
念
仏
を
強
く
意
識
し
て
い

る
。
法
然
批
判
を
展
開
す
る
中
で
、
在
俗
の
衆
庶
を
引
き
付

け
て
や
ま
な
い
念
仏
の
実
態
を
ま
の
あ
た
り
に
し
た
高
弁

は
、
〈
選
択
〉
に
基
づ
く
専
修
を
理
論
的
に
排
撃
す
る

一
方
、

念
仏
に
対
抗
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
特
質
を
自
家
薬
篭
中

の
も
の
と
し
た
う
え
で
、
さ
ら
に
簡
便
な
行
を
創
出
す
る

必
要
性
を
痛
感
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
模
索
の
中
か
ら
高
弁

が
編
み
出
し
た
も
の
こ
そ
が
、
こ
の
三
時
三
宝
礼
の
信
仰

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
（引
用
者
略
）
旧
仏
教
に
お
け
る
お
け

る
民
衆
化
の
胎
動
は
、
新
仏
教
の
出
現
に
先
行
し
て
既
に

始
ま
っ
て
い
た
。
だ
が
、
そ
う
し
た
動
き
は
多
く
の
無
名
の

民
間
布
教
者
の
間
で
、
庶
民
と
の
接
触
の
過
程
で
な
し
く

ず
し
的
に
進
行
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
確
た
る
教
理
的
背
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16 15（‐７
）

景
を
持
っ
て
自
覚
的
に
推
進
さ
れ
た
も
の
で
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
鎌
倉
期
に
入
っ
て
出
現
す
る
改
革
運
動
は
（引

用
者
略
）念
仏
の
存
在
を
強
く
意
識
し
、
そ
れ
へ
の
対
抗
を

目
的
と
し
つ
つ
、
高
弁
の
ご
と
き
当
時
の
代
表
的
な
学
僧

に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
そ
の
特
徴
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

前
掲

（注
９
）
松
尾

（
一
九
九
五
ｂ
）

前
掲

（注
９
）
平

（
一
九
九
二
）
は
次
の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

貞
慶
は
す
で
に
元
暦
二
（
一
一
八
五
）
年
ご
ろ
か
ら
盛
ん
に

南
都
の
聖
と
交
渉
を
も
ち
、
勧
進
状
を
作
成
し
て
寺
院
復

興
に
協
力
し
て
い
る
。
ま
た
承
久
三
年
に
は
、
曼
陀
羅
堂
修

理
を
発
願
し
た
奈
良
北
山
宿
非
人
の
た
め
に
願
文
を
作
成

し
て
い
る
。
恐
ら
く
こ
う
し
た
民
衆
的
動
向

へ
の
関
心
の

深
さ
が
、
彼
を
悪
人
正
機
説

へ
と
踏
み
切
ら
せ
た
の
で
あ

ろ
う
。
通
説
の
よ
う
に
、
親
鸞
の
思
想
を
悪
人
正
機
と
捉

え
、
こ
の
時
期
の
民
衆
的
課
題
が
仏
教
の
民
衆

へ
の
開
放

に
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、
親
驚
に
捧
げ
ら
れ
た
数
多

く
の
賛
辞
は
、
ま
ず
何
よ
り
も
貞
慶
に
捧
げ
ら
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

細
川
涼

一
全

九
九
二
当
逸
脱
の
日
本
中
世
衣
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ｃ
出
版
）

前
掲

（注
１
）
高
山
寺
典
籍
文
書
調
査
団

（
一
九
七

一
）
所
収
、

興
福
寺
本

『栂
尾
明
恵
上
人
伝
』
（鎌
倉
末
写
）
に
よ
る
。
同
様

の
記
事
は
高
山
寺
本

『栂
尾
明
恵
上
人
伝
』
（慶
長

一
四
年
写
、

同
書
所
収
）
や
宝
永
六
年
刊
本

『明
恵
上
人
伝
記
』
（平
泉
洸
全

訳
注
　
講
談
社
学
術
文
庫
）
等
に
も
見
え
る
。
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